
 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師は男鹿市・加茂青砂在住の土井敏秀と言います。早稲田大学第一文

学部卒業後、仙台に本社があり東北全体に新聞を発行している河北新報

社に２４年間、新聞記者として勤めました。４８歳で退社。妻と２人で

加茂青砂集落に移住しました。もう２０年になります。「絵本・男鹿の

なまはげ」を出版（今も販売中）し、毎日新聞秋田版に月１回のコラム

を１５年以上続けているほか、同紙に「東南アジア旅行記」も連載しま

した。教室を開くのは初めてで、もちろん不安いっぱいですが、参加し

てくれる皆さんと一緒に、育っていきたいです。よろしくお願いします。 

ことばで遠くへ飛ぶ 

「リンゴの教室」（計４回） 

日時 ７月毎週水曜日 午前１０時～正午 

会場と申込先 船川北公民館小会議室 

（℡０１８５－２４－３１４０） 

学費（資料代込）１回５百円（４回千５百円） 

定員 １０人 

問合せ先 

〒０１０－０６７１ 

男鹿市戸賀加茂青砂字鴨１６ 

       土井敏秀 

Fax ０１８５-３７-２５８０ 

Email doikamo@js6.so-net.ne.jp 

※ 出前教室もやります。ご相談ください 

 

 

この教室の進め方 

自分が書いた作品は自分で読み上

げます。それを聞いて、互いに感想

を述べ合います。好きなように書い

てください。そもそも、正しい書き

方なんてありませんから。 

初回  

「リンゴを見たことも、食べたこと

もない人に（宇宙人でも構いませ

ん）、リンゴの魅力を伝える手紙を書

く」を書いてきてください（※教室

名はこの「リンゴ」に由来します）。

とりあえず、初回は４００字詰め原

稿用紙１枚ぐらいにしましょうか。

教室では、その手紙を読み上げた後、

みなさん同士で交換。受け取った側

になりきって、返事を書きます。 

２回目 

返事を読み上げて、その手紙２通を

合わせると、「リンゴ」がどんなふう

に見えたかが分かります。何種類の

リンゴができるか、楽しみです。み

んなで感想を述べ合いましょう。宿

題は「ほかの生き物になりきる。人

間以外の生き物が（植物でもいいで

す、宇宙人でもいいです）人間をど

う感じ、どう見ているか」です。想

像を膨らませて思い描いてくださ

い。行数自由。 

３回目 

２回目の宿題を読み上げます。書い

た人ひとりひとりが、何になりきっ

たのか。それはなぜ？ を入れて、

話してもらいます。 

４回目 

３回目まではできるだけ自分から離

れる練習です。自分の物語を書くた

めには、必要なことだと考えたから

です。さあ自由に書きましょう。こ

れまでのこと、これからのこと、こ

うなりたかったこと、フィクション

を交えても、全部フィクションでも

かまわないです。 
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「
自
分
の
物
語
」
を
書
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
小
学
生
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大
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で
が
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す
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数
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